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2 1 世紀を迎えた今、 本格的な少子高齢化社会の到来、 国 鯲 地方を通 じた財政状況

の著しい悪化、 地方分権の推進、 高度情報化の急速な進展な ど、 私たちを取り巻く

環境は大きく変化しています。 こうした社会状況に対応し、 住民にと っ てより魅力

のある地域づく りを進めるために、 合併は有効な手段であるとされています。

今、 成東町 ◎ 山武町 ◎ 蓮沼村 ◎ 松尾町の 4 町村において、 合併が必要とされる理

由と して、 次のような社会的背景があげられます。

禰 総人 回 鱗讓歩と夢手高齢化鋤進行へ鱗対応鱗必要離

わが国では、 昭和 60 年頃から少子高齢化が急速に進行し、 年少人口比率が 15%

を割るとともに、 老年人 ロ 比率が 20% に達しつつあります。 平成 7年にはすでに

生産年齢人口 が減少に転じていますが、 平成 17 年以降は総人口 が減少に転じる こ

とが予測されています。

こ の こ と は、 高齢者単独世帯や要介護者の増加のほか、 人口構造の急激な変化

による現役世代の負担増、 子どもの健全な育成への影響、 地域社会の活力 の低下

な ど、 さま ざまな影響をもた らすものと考えられます。 また、 地方自治体におい

て は、 労働人□ の減少による歳入規模の縮小や、 福祉 毬 医療な どにかかる歳出の

増大な ど、 健全な財政運営に支障をきたすこ とが考えられます。

こ う した こ とから、 今後も地域社会が発展し、 住民が安心 して暮らせるために

は、 これま で以上 に地域が一体とな っ てま ちづくりをこ取り組み、 市町村自 らが効

率的な行財政の運営、専門性の高い職員の確保、自立性の高い財政力の確立な ど、

総合的な観点から行財政基盤を整備していく必要があります。

2 鬮離生活圏 田鰹酒圏鱗鱗燕と證 T 《晴飜通信轆衞》鱗急速檄発展へ鱗対応鱗必要性

現在の市町村の枠組みがほぼ形成された昭和 30 年代初期は、 徒歩または自転車

による移動が中心の時代で したが、 現在は自動車社会となり、 住民の生活圏や企

業の経済活動圏は市町村の行政区域を越えて拡大 しています。

また、 イ ンターネ ッ トや携帯電話な ど、 莨 節 (情報通信技術) が急速に普及し、

亞 奮 の活用 による生活圏や経済活動圏の拡大は、 今後ますます加速される こ とが



予想されます。 地方の都市や農漁村でも世界をマーケ ッ トと して 莨 節 を活用 した

新ビジネス を展開 していく こ とが可能となり、 こ う した ビジネス を促進するため

にも、 行政基盤の拡大による支援体制 の強化や、 高度情報基盤の先進的な整備が

求められています。

一方で 瓦 T は、 これまで住民から官公庁への訪問という形式が当 たり前であ っ

た行政サ ｣ ビスの申請 ◎ 申告手続を、 自宅にいながらに して行う こ とを可能にす

るな ど、 これまでの住民と行政機関の関係のあり方に変革をもた らすこ とが期待

されます。 また、 それらは単に申請等 の手続き にと どま らず、 福祉や医療、 教育

な どのサー ビス にまで拡大 していく こ とが可能であると考えられます。

こ の こ とは、 行政区域内での地理的距離によるサー ビス水準の格差を解消する

こ とを可能と し、 高齢者や障害者な どへのサー ビスの充実の面でも大いに有効と

考えられます。

こ う した日常生活圏 ･ 経済圏の拡大と 亙 T (情報通信技術) の急速な発展に対

応した行政体制の整備が求め られています。

3 財政鱗悪化と術財檄穢藁鱗必要離

国 @ 地方を合わせた債務残高が平成 15 年度末には約 692 兆円に到達するな ど、

今日、 わが国の財政は危機的状況にあるといわれています。 これに対し、 国は、

中央省庁等の再編をはじめと して特殊法人改革な ど国自身の本格的な財政構造改

革に着手しており、 地方財政に対しても、 税源移譲と国庫補助負担金改革、 地方

交付税改革を合わせた ｢三位一体の改革｣ が進められています。

一方、 4 町村に謳いても、 それぞれ行財政改革に着手していますが、 住民ニ *

ズの高度化 ◎ 多様化による行政需要の拡大は今後も進むものと考え られ、 近い将

来には、 そうした需要をま かなう財源が不足する こ とが予想されています。 長期

的に安定した財源を確保し、 強固な行財政基盤を築く体制づく りが求められます。

4 地商分権へ鱗対応鱗必要離

住民に身近な行政はできるだけ住民に身近な市町村で行うという地方分権が実

行段階を迎え、 これからの市町村は、 自らの責任と判断で地域の特性を十分に活

かして主体的に行政を進めていく こ と になります。 国から県へ、 県から市町村へ

と事務の委譲は これまでも進んでいますが、 なお一層、 住民生活に密着したより



多く の権限委譲を推し進めるた めには、 これま で以上に市町村の行政体制や財政

基盤を充実強化するととも に、 政策立案能力を高める こ とが求められています。

こうした地方分権時代に対応する行政組織を築く こ とが重要です。



新市建設計画は、 以下の方針に基づき策定します。

闇 計画嫌舵鱗趣旨

新市建設計画は、 4 町村の合併後の新市のソフ ト、
ノ＼｣ ド両面を含めた、 ま ち

づく り全般のマスタープラ ンとなるものであり、 本計画の実現を図る こ とをこより、

4 町村の速やかな一体性の確保を促し、 住民福祉の向上と新市全体の均衡ある発

展を目指すものと します。

なお、 新市の進むべき方向についてのより詳細で具体的な内容について は、 合

併後の新市において策定する基本構想、 基本計画、 実施計画にゆだねるものと し

ます。

2 計画鱗肉審

本計画は、 新市を建設していく ための基本方針、 ま た、 基本方針を実現するた

めの根幹と なるべき主要事業、 公共的施設の統合整備及び財政計画を中心と して

構成します。

3 計画鱗期間

本計画にお ける主要事業、 公共的施設の統合整備及び財政計画は、 平成 鱒 年度

から平成 27 年度までの 噂 か年について定めるものと します。

4 計画聽舵麓轟謹する轡意点

(藤 本計画の基本方針を定めるにあた っ ては、 将来を展望した長期的視野に立

つものと します。

(2) 本計画は、 新市将来構想をべ沖スと し、 4 町村の総合計画及び県の計画等

をふま えて策定するものと します。

謎) 公共的施設の統合整備については、 住民生活に急激な変化を及ぼさないよ

う十分配慮し、 地域のバラ ンス、 さらには財政事情を考慮しなが ら逐次整備

していく ものと します。

超) 財政計画については、 地方交付税、 国や県の補助金、 地方債等の依存財源

を過大に見積もる こ となく、 新市において健全な財政運営が行われるよう÷

分留意して策定するものと します。



鬘 2 藁 噺禰鱗榊讓

亀 位置と地勢

新市は、 千葉県の東部に位置し、 県都千葉市や成田国際空港まで約 噂 ~ 30km、 都

心へも約 50~ 7鰍麓 のと こ ろにあります。 日本有数の砂浜海岸である九十九里浜のほ

ぼ中央で約 8 k臘 にわたって太平洋に面 し、 総面積は 1463 8 k 頑です。

地勢は大別して九十九里海岸地帯と、 そ の後背地と しての広大な冲積平野及び標

高 4◎~ 鱒血の低位台地からなる丘陵地帯で構成されており、 これらは海岸線にほぼ

並行に帯状に展開 しています。

海岸地帯は、 砂浜と松林が連なり、 成東海岸と蓮沼海岸の遠浅の海が広がり多く

の海水浴客が訪れます。

平地地帯は、 本地域の中央部に広がる肥沃な土壌を持つ九十九里平野で、 田園地

帯を形成しています。

丘陵地帯の大部分が成田層と呼ばれる地質で、 表層が関東ロ ーム層、 下層が砂及

び粘土互層で構成されており、 上総層群の堆積盆地に位置 しています。

河川 は二級河川 の木戸川、 作田川 な どがあ

ります。 これらの河川 は丘陵部から平野部に

移行する地点で勾配が緩く、 流下速度が遅い

た め土砂が堆積しやすい特徴を有して いま

す。

気候は、 太平洋を流れる黒潮 (暖流) の影

響を受け、 海洋性気候に属 します。 年間の平

新禰噂位置

新市
均気温は 1崎に前後、 年間降雨量は約 1, 500鰤

前後 と、概して温暖◎多雨であり、夏涼しく、

冬温かい土地柄です。 また、 内陸の丘陵部で

は年間の気温差が海岸部に比べて大きく、 海

岸部は丘陵部に比べて年間降雨量が多く な

っ ています。



人 鬮 鱗離議

平成 12 年の 4 町村の人口 は 6仇 6麗 人です。 昭和 40 年の 43 , 555 人から横ばい

ま たは微増傾向が続き、 昭和 6◎年は 4乱 299 人で した。

その後、 平成の時代に入ると、 首都圏の外延化にともない、 千葉市や東京方面

への通勤圏と して住宅地開発が活発化し、 人口増加の傾向が顕著となりま した。

4 町村の人口増減率を、 千葉県や全国と比較してみると、 千葉県や全国では昭和

50 年以降、 人口 の増減率は低下の傾向をた どり、 人口 の伸びが鈍化 してきている

のに対して、 4 町村では、 昭和 45 年から平成 7年まで、 人 ロ増減率は上昇をつづ

け、 平成になってから特に人口 が伸びた こ とがうかがえます。

次に、 平成 12 年の年齢 3 区分人 □ の構成比をみると、 4 町村の 鱗 歳以上人ロ

の比率は 19 2 % で、 千葉県、 全国の比率を上回 っ ています。 また、 0 ~ 雄 歳人口

の比率でも千葉県、 全国の比率を上回 っ ています。

4 町村銹 人 回推移

21%

6%

1%

27 %
-4%

昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年

lにニコ総人口 三島三増減率 *澁三増減率(県) …鬮ー増減率 (国) -

資料 :国勢調査



4 町村醐人回唯勝と 5 年毎鱗人圏増減率
(単位 : 人)

昭和40年 昭和46年 昭和50年 昭和56年 昭和60年 平成 2 年 平成 7 年 平成12年

成東町
18,972 18,572

‐2. 1%
19, ool

23 %
199643

3 4 %
20, 856

6“2%
21,496

3. 1%
23, 542

9。5%
24 ,494

4 .0%

山武町
9,408 8, 959

‐4 8 %
8, 743
~ 2 4 %

9, 145
4総%

10, 104
10,5%

13, 606
34.7%

18, 797
38 .2%

20, 033
も。6%

蓮沼村
4 ,801 4, 717

‐1。7%
4 3 693
~ 0.5%

4 , 703
0が2%

4, 649
- 1. 1%

49 586
- L 4%

銭 648
九 4%

4 , 751
2 .2%

松尾町
10,374 10, 129

‐2 4 %
10,258

九 3%
10,463

2. 0%
10, 690

2 2 %
11,006

2 9 %
11,418

3。8%
11, 336
‐蛾 7%

4 町村
合計

43, 555 42, 377
‐27 %

42, 695
0。8%

43,964
2。9%

46,2鰯9
5。3%

50, 692
9。5%

58,405
15。2%

60, 614
3。8%

千葉県
2, 701,770 3,366,624

2生 6%
4, 149, 147

23。2%
4,735,424

14. 1%
5, 148, 163

8.7%
6,555,429

79 %
5,797,782

44 %
6,926,349

2 .2%

全国
99,209,137 104,665,171

5ね%
111,939,643

7。0%
117,060,396

4逐%
121,048,923

3 4 %
123,611,167

2. 1%
125,570,246

1“6%
126,925,843

1 1%
資料 :国勢調査

年齢3 区分構成比の比較

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　 　 　 　 　 　
ず･ ~1癰導潟 魂騨嚇‘ 19.2%

　　　　 　 　 　
符‐ 並基幽艶 鷲窒;:“ }“ 142 %

　 　　　
　 　 　 　

14雌蘂 . 薇鬘鱗雲 17.3%
　 　 　 　

□ 0~ 14歳
圓 15~ 64歳
□ 65歳以上
鬮年齢不詳

資料 : 平成 12年国勢調査

4 町精の年齢8 区分人 口と構成比
(単位 : 人)

! 0 ~ 14歳 15~ 64歳 65歳以上 総 数

成東町
3, 736
15 3 %

15, 764
64。4%

4, 935
20. 1%

24 ,494 ( 59)
100。0%

山武町
3, 660
能義 3%

13,231
66◎%

3, 072
15“3%

20, 033 ( 7の
100.0%

蓮沼村
706

14 9 %
2, 910
61。2%

1話範
23。9%

偽 751
100. 0%

松尾町
1, 697
14。 1%

7,251
64 g %

2, 487
21 9%

11, 336 ( 1)
100◎%

4 町村合計 仇 699
16◎%

39, 156
64。6%

11,629
19.2%

6仇 614 (130)
100。0%

千 葉 県 14.2% 71崎% 14.2% 1OQ O%
全 国 14。6% 67.9% 17。3% 100. 0%

資料 " 平成 12年国勢調査
* 総数の く ) 内は不詳数



釜 砿離鱗離鰺

平成 12 年の 4 町村の世帯数は 18繰21 世帯で、 一世帯当たりの人数は 33 人で

す。 世帯数は、 それま での増加傾向が平成の時代にな っ てさ らに強まり、 4 町村

全体で は、 昭和 60 年と平成 12 年を比べると 鐵鋼? 世帯増加しています。 これに

対して一世帯当たりの人数は、 減少傾向にあり、 4 町村全体では、 昭和 60 年と平

成 鰡 年を比べる と 巍 6 人減少しています。

4 町村の世帯推移と世帯当たり人数

18,42 1

　　
人

4.2
4 .1 3.9

16 ,803
4.2 3.9. 3.7

　　　 　 　 　 　　

　 　　　
9 ,249

9,552
鵡鰓

10 '増 面覆話 離郷 麗

昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年

I こニコ世帯合計 讐轡二 世帯当たり人数 三榊三 世帯当たり人数(県) 三森三 世帯当たり人数(国)

資料 : 国勢調査

4 町村鱗世輻離轉
(単位 : 世帯、 人)

昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和◎0年 平成 2年 平成 7年 平成12年
成東町 4, 036 4, 249 先 580 4, 944 5, 397 5, 861 銑 898 7 , 668

山武町 1, 961 1, 980 2, 036 2, 208 2, 531 3途50 5鰹26 6, 0◎0
蓮沼村 1糊鸚 鵡 027 1, 086 1, 088 1, 109 1, 148 1, 2 11 1, 302
松尾町 2, 212 2霧96 2, 419 2, 596 2, 707 2, 946 3 , 2鰓 執 391
合計 9 , 249 9, 552 10 , 121 10, 836 11, 744 13, 605 16, 803 18逐21

世帯当たり人数
4 町村 4。7 44 4。2 4。 1 3。9 3。 7 3“5 33
千葉県 42 39 3。6 3“ 3 3。3 3。 1 2。9 27
全国 37 3 5 3。3 3。2 3。 1 3。0 2。8 2。7

資料 : 国勢調査

‐ 8 -



8 産業瓢競業人 鬮

4 町村の産業別就業人口 の推移をみると、 第蜆次産業は、 昭和 55 年の 8 , 698 人

(幻瀞 % ) から平成 12 年の 4 , 761人 (15冠 % ) へと半数近く に減少 し、 第 3次産

業が 8 , 94 1人 (38瀞 % ) から 齢 , 746 人 (553 % ) へと大きく増加しています。 第

2 次産業は 5, 薄9 人 (24“⑲% ) から 8 , 764人 @⑭“◎%》へと増加しています。

産業剛就業人鬮 鱗離轉

70%

60%

50%

38.5%
4163%

37“5%
3九8% 31‐10 31‐3郷 29･

40%

30%

20%

10%

　 　　　　 　　　 　　 　 　　　 　　

昭和55年 昭和60年 蛉 平成2年 平成7年 平成12年

圓圓 第1次産業人 ロ に勾 第2次産業人 ロ にコ 第鍼次産業人 ロ

ニ薔三第1次産業比 二轡三第2次産業比 三◎三第錆次産業比

資料 :国勢調査

産業別就業人口と構成比の離轉
(単位 : 人)

昭和 55年 昭和 60 年 平成 2年 平成 7年 平成 12年
第 1次産業 8 , 698 7 , 594 亀 262 5, 393 4 , 761

37瀞% 31 8% 239 % 18。0% 15霧%
第 2次産業 5, 569 6, 431 8, 152 9 , 390 8, 764

24“0% 26“9% 31 1% 3 13 % 29●○%
第 3次産業
(不明含む)

8, 941 9, 851 11, 796 15, 194 16 , 745
38。5% 41。3% 45。0% 50。 7% 553 %

合 計 23, 208 23, 876 2お' 200 29, 977 30 , 270
資料 : 国勢調査

* 分類不能の産業は第3次産業に含め、 100%調整を実施している。



第 劉 藁 韮瓣指榊鱗馳適し

　　　　　

猫 《□

新市の人 口 はほぼ横ばいで推移し、 平成 27 年には約 鎚 , 000 人となると推計さ

れます。 同年の年少人口 比率は 13 4 % で、 平成 12 年より 2総 ポイ ント減少し、 老

年人口 比率は 27。 7% で、 平成 12 年より 8 5 ポイ ン ト上昇します。

新市の世帯数は、 平成 27 年に、 約 22 , 000 世帯になる見通しです。

　　 　　　　

就業人口 は、 平成 27 年には約 鎚 , 000 人になると見込まれます。 第 1 次産業へ

の就業割合は平成 12 年の 15。 7% から平成 27 年に は & ⑭% に減少し、 かわっ て第

3次産業の就業割合が増加すると推計されます。

鬮新市噂人鬮鱗噂見通 し

25,00O
世帯

20,00O

70,00O
人

　　　　　

50,00O

40,00O

30,00O

20刃0O

1Q OOO

　

58,405
60寿14 61,124 61,276 61違2

20瀞87
･ 22,317

18銀21
朧 19,倦85

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年
l 薹圓総人ロ 匡護就業人□ 三○三総世帯 I



圓主要指標鱗児漉し

区 諦 醉藏 7 年 事威 縦 年 響威 鰯 筆 癖威 22 年 薹威 27 年

総 人 口 潴 , 405 60総 14 6 1辺24 6 1, 276 61, 022

年少 人 ロ @ ~ 14 歳 ) 10 , 585 乳 酸 1 8滓29 8 , 39 1 8 , 188

年 割 合 18 1 16繊 麗麓 鯲。 7 13。 4

齢 生産年齢人口 (15~ 鍋歳) 38 , o 10 39 , 242 39 , 139 38 , 310 35, 963
　 　 　
人 割 合 65鼠 64。 8 6孔 0 62。 5 58。 9

ロ 老年人 □ (65 歳以上) 仇 810 11, 65 1 13 , 056 14 , 575 16 , 87 1

割 合 1橇 8 192 2 1。 4 23。 8 2鼠 7
　

世 帯 数 橋 , 803 18 , 421 19 , 685 20瀞87 22 , 3 17

1世帯あたり人員 3。条8 32 9 3。 11 2。 92 2。 73

就 業 人 ロ 29 , 977 30, 2講 説 , 045 3 1, 455 3 1, 425

第 1 次産業就業人口 5 , 393 礼 76 1 4汎81 乳 524 2, 8 10

割合 鱒。 0 15。 7 13。 4 11。 2 8。 9

稾 第 2 次産業就業人□ ⑭, 390 8 ' 764 8 ' 螂 9鰡 執㈱
別 割合 瓢。 3 29。⑳ 2乳 ◎ 29。 0 29“⑱

第 3 次産業就業人口 筋辺94 16瀞45 17, 876 18 , 824 19 , 5 16

割合 50。 7 55。 3 57燧 5乳 8 62“ 1

* 平成 7 年と平成 12 年について は、国勢調査実績値。ただし推計を行うため、年齢別入朝.ま年齢不詳を按分しています。

平成 17 年からは推計値。
* 人口 の将来見通しについては、 平成 7、 12 年のセ ンサス変化率を用いたコーホート法※で推計を行いま した。
* 世帯数は、平成 7、 12年の 1世帯当り人数の減少傾向が今後も継続する と仮定して推計しま した。
* 就業人口は、 15歳以上人口 に対する就業人口の割合について、 平成 12年の実績が一定に推移する と仮定して推計

しま した。 各産業分野の就業人ロは、 第 1次産業割合が逓減傾向、 第 2次産業割合が一定という条件のもとに推計
しま した。



第 4 鞭 噺禰嚢讓鱗嚢嫌賄針

きらめく自然と葉嚢が織り癒す
ふれあい焚響都市

新市は太平洋の青い水平線と白い砂浜の コ ントラス トが美しい九十九里海岸、 そ

してその後背地に広がる田園地帯、 森林を有する丘陵地帯で構成された自然環境に

恵まれた都市です。 千葉市や成田国際空港まで約 噂 ~ 30k血、 都心に約 50~ ?謙血 の距

離にあります。

新市は、 稲作はもちろん野菜や果実の生産も盛んで、 山武杉な どの林産物、 九十

九里浜の海の幸と、 自然の恵み豊かな地域です。 ま た、 観光リ ゾー ト地と して海水

浴やサーフ ィ ン、 テニス な どのス ポ * ツも楽しめ、 若者にも魅力のある地域資源を

有しています。 近年では、 新市の立地条件の良さ から、 工業施設の集積が高まり つ

つあるととも に、 自然環境の良さから、 こ の地域を訪れ、 移り住む人々 も数多く い

ます。 交通アクセスの利便性も向上 してきており、 今後さらなる交流と物流と観光

の拠点と して発展する こ とが期待されています。

そ こ で新市では、 恵まれた自然環境のなかで人々 が歴史的に育んできた産業と文

化を土台に、 自然と共生する個性豊かな生活環境、 地域資源の循環による新しい豊

かさの創造、 活力あふれる産業の振興、 そ して人が集い交流し賑わう観光のま ちづ

く り を目指します。 そのため、 本計画では、 新市の将来像を 『きら繍《 幽鸚と繁顔

瀞繃馴襁ず 掛れ蘂い焚響都市』 と定めます。

『きら漉く幽熟｣ は、 九子九里浜をはじめとする雄大な自然と、 下総台地や九十

九里平野の大地の恵み を表現しています。

『簾顔』 は、 子 どもから高齢者まで、 市民一人ひとりがいきいきと輝き暮らすこ

とを表しています。

新市では、 ｢自然｣ と ｢簗顔｣ がハー躯二一癖奏で響き蘂い、 一層鱗棚葉鰯暴を生

み盪ずこ とで、 人々 の 『掛れ蘂も国 豊かな魅力 ある都市を創ります。



将来像 ｢き らめく自然と笑顔が織りなす ふれあい交響都市｣の実現に向けて、

新市では、 次の 4 つの基本理念に基づいてま ちづく りを進めます。

孔 住んで良かっ たといえるまち馴《硼

水と緑の彩り あふれる こ の地域の自然と共生し、 豊かさと安らぎを築

いていく こ とにより、 新市で生活するだれもが ｢住んで良かっ た ｣ ｢これ

からも こ こ に住み続けたい｣ といえ、 訪れる人が ｢住んでみたい ｣ と思

えるまちづくりを進めます。

2 。 人と廳嫌の地域循環で元気に輝くまちづくり
こ の地域が持つ豊かな自然の恩恵をただ消費するだけでなく、 再生と

再利用 によ っ て新しい価値を見い出 し、 資源が循環する仕組みをつく り

ます。 また、 だれもが健康で生きがいのある生活を送る こ とで、 愛着と

誇り を持っ て地域を担う次世代の心を育てます。 こ う して人と自然を大

切にする地域循環の流れを未来へとつ ないでいく こ とで、 元気に輝く ま

ちづくりを進めます。

乳 人々 の藥繭の繭が広がるまちづ《鞭

自然が豊かな観光リ ゾー ト、 産業立地条件に恵まれた地域と して、 交

流人 口や転入人口 の多い こ の地域では、 こ こ に住む人々 と こ の地を訪れ

る人々 、 そ して新たに暮らす人々 との交流が、 新しいまちづく り の原動

力 となります。 人が交流し、 ものが交流し、 産業が交流して、 その和が

睦に空に海へと広がるまちづくりを進めます。

4 。 市民が主役のまちづくり

市民一人ひとりが主役の時代にあ っ て、 多様化、 複雑化する行政課題

を解決し、 住みよいまちづくりを進めていく ためには、 市民と行政との

協働を情報公開 を推進していく こ とが必要です。 できるだけ多く の市民

の知恵をまちづく りに活か し、 市民と行政が協働でまちづくり を進めま

す。



将来像の実現に向けて、 施策分野ごとに以下の基本目標を掲げ、 その目標を目指

した総合的な施策を推進していきます。

　　　　　　 　

暮ら し 養蘂 巍 番襖適檄謙 ら

新市では、 すべての市民が暮ら しのみ快適さを実感でき るようをこ、 幹線道路網の整

備と地域間道路、 生活道路の整備 ◎ 充実に努めるとともに、 市民生活や産業経済活

動、 都市間 ◎ 地域間交流な どの基盤となる公共交通体系の整備を推進します。

ま た、 水や緑な どの身近な自然環境と調和 した市街地の整備と街並み ◎ 景観の形

成に努めます。

さ らに、 市民との連携のもと、 災害に強いまちづく りや交通安全対策、 防犯対策

を推進し、 安全で安心して生活できる環境づくりをこ努あます。

《聾嫌目標 2 》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

豊かな自然と共生しながら、 潤いのある生活環境の中で安心 もて暮らすこ とは、

住民の日常生活の基本であり、 共通の願いです。

新市は、 丘陵地に森林があり、 平地に田園が広がり、 河川や湖沼、 太平洋な ど水

辺の環境が豊富で、 また、 温暖な気候にも恵まれた自然環境の優れた地域です。 ま

た、 地下水や天然ガス等 の資源にも恵まれています。 しか し、 上下水道の整備が不

十分な地域やゴミ処理、 不法投棄、 航空機騒音、 畜産公害な どの問題もみられます。

そ こ で、 新市では、 恵まれた水、 豊かな緑な どの自然と調和 した快適な生活環境

づく りを進める とともに、 生活の基盤となるイ ンフラ整備を推進します。

ま た、 循環型社会の形成に向け、 廃棄物の減量化 ⑥ 資源化の促進や、 環境保全 ◎

環境美化活動の強化を図ります。



　　　　　　 　

樅避わい毫嚢か奪暮ら し暮鰯盪す る 讓 輻

本地域の豊かな自然は、 こ こ に住む人 々 を育み、 産業に活力 を与えてきま した。

新市では、 こ う した今ある自然、 産業、 人を地域の財産としてとらえ、 これからも

そ の豊かさの恩恵を大切に享受しながら、 産業や人々 の交流を活発に し、 地域経済

を発展させるま ちづくりを推進します。

また、 生産 節 流通 辯肖費の流れを外に向か っ て拡大するだけでなく、 質の高い地

元産品を地元で消費する地産地消の システムづく りや、 観光と産業がリ ンク して外

から人の流れを呼ぶ商業戦略、 優位な立地条件を活か した工業の振興と雇用 の創出

な ど、 新市が持つ地域資源 (財産) と新市の秘めた潜在能力 を フルに発揮し、 新し

い豊かさを創出するまちづくり蓬こ取り組みます。

《蟇蘂目標 4 》

だれもが生 きがい を繕って嚢巻 して暮らせ拳 ま ち

少子高齢化や単身世帯 等 夫婦のみ世帯の増加、 女性の社会進出が進む中、 住民が

健康で互いに助け合い、 だれもが安心 して暮らすこ とのできる環境づく りが大き な

課題とな っ ています。

そ こ で、 新市は、 すべての市民が健康で明るく暮らすこ とができる こ とを基本と

し、 保健 ◎ 医療 福祉の連携の強化と充実に努めるとともに、 住民がともに支え合

う地域社会を目指します。

ま た、 子どもたちがのびのびと育ち、 高齢者が生きがいを持ち、 そ して、 障害の

ある人もない人も、 だれもが将来に希望を持っ て暮らすこ とができる新市を目指し

ます。



《鰹蘂圓標 5 》

人 造 《 ≧が奉れ嚢 う文化鱗薔 馴曹い讓 嚇

｢ま ちづく りは人づくり ｣ といわれます。 新市は、 市民のだれもが心身ともに健

康で、 生きがいを持っ て暮らすために、 生涯にわたり、 自ら学び続ける こ とのでき

る学習環境の整備を推進すると とも に、 新市の未来を担う人材の育成、 特にゆとり

と個性を育む教育や青少年の健全育成を通じて、 創造性豊かな人づく り、 郷土の文

化を吸収し国際感覚を身につけた次世代の人材育成を推進します。

《墨蘂鬮標 6 》

錢艶展 と肴寺臟瀧鱒協嶺醐 してつく 巻 ま ち

新市では、 合併による行政コ ス トの削減と財政支援措置の有効活用を図りなが ら、

効率化による行財政基盤の充実を推進します。

市民の一人ひとりが主役の時代にあ っ て、 よりよいま ちづく り を進めるため、 情

報公開と政策策定段階からの老若男女を問わない市民の市政への参画による、 住民

と行政との協働によるまちづく りを推進します。

さ らに、 市民や各種の民間団体が地域活動や交流事業に積極的に取り組むケース

がますます多く な っ ており、 ま ちづく り においても、 市民相互の交流の活性化と コ

ミ ュ ニテ ィ 活動の振興に努めなが ら、 住民と行政の協働や役割分担を図っていきま

す。
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新市の地理的な要因やま ちづく りを踏まえ、 地域を 4 つのゾー ンにわけ、 振興の

方策を定めます。 また、 各ゾー ン間を結ぶ幹線道路や鉄道網を主軸と したネ ッ トワ

ーク機能の強化に努め、 各ゾー ンの均衡ある発展を推進します。

議 ゾー ン圓鈴

① 丘陵生産ゾーン

新市北部の丘陵地域を丘陵生産ゾーンと位置づけます。 丘陵生産ゾー ンは、 畑

作や園芸農業な どを中心と した新市の農業の中心地であるほか、 山武杉な ど森林

資源も豊富な地域です。 また、 ゾーンの中央を千葉東金道路が貫いており、 松尾

横芝イ ンターチ ェ ンジがあります。

そ こ で、 丘陵生産ゾー ンでは、 首都圏の食料基地と しての役割を重視しながら、

安全 ◎ 安心 ◎ 新鮮な ど消費者ニ瘻ズに的確に対応した都市型農業の発展に努めま

す。 ま た、 自然環境との調和 に留意しながら、 恵まれた立地を生か して、 工業や

流通な どの機能集積や住宅開発の誘導を図 っ ていきます。

② 都市交流ゾーン

新市の中央を貫く # 虞総武本線と国道 126 号、 成東酒々 井線の沿線地域を都市

交流ゾー ンと位置づけます。 都市交流ゾーンは、 成東庁舎や山武庁舎、 松尾庁舎

を拠点と して、 新市の賑わいを創出する地域と して、 商業機能、 オフ ィ ス機能、

文化交流機能な どの集積に努め、 駅周辺の整備や都市景観の誘導、 水と緑の憩い

の場の確保な どにより、 近隣市町村や他の地域からも人々 が集まり、 楽しく賑わ

う空間の創出に努めます。

⑧ 田園食彩ゾー ン

海浜リ ゾー トゾ紳 ンと都市交流ゾーンの間に位置する 田園地域を田園食彩ゾ*

ンと位置づけます。 田園食彩ゾー ンは、 新市住民のみならず、 首都圏 @ 全国へ地

域の農産物を供給する地域と して、 農業の振興を図るとともに、 住環境の整備に

努めます。 また、 地元農産物の直売や体験農業な ど、 地産地満を推進するための

システ ムづくりを進めます。



④ 海浜リ ゾー トゾ* ン

太平洋に開かれた九十九里浜沿岸地域を海浜リ ゾー トゾー ンと位置づけます。

海浜リ ゾー トゾー ンは、 太平洋のイメ ー ジを通して、 新市の魅力 を全国へア ピー

ルする地域と して、 九十九里浜の自然環境と調和 した景観の形成や、 新市独自の

物産の直売や食の魅力 の創出、 多様なス ポーツ合宿の誘致な どにより、 通年型の

観光地づくりを進めます。

2 地域間ネ ッ ト馴一歩

現在地域内においては、 国道 126 号を軸と し、 これに交差、 平行するかたちで各

主要地方道、 その他一般県道等があります。

新市では、 各路線において道路改良等の整備を図り、 地 区間を環状型に結ぶ広域

的ネ ッ トワ ークの構築について推進し、 まちづく り拠点地 区間等のアクセスの向上

を目指します。
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鬘 躯 藁 漸禰鱗韮轆朧葉

新市では、 以下の体系 に基づき、 主要施策 ゆ 主要事業を推進していきます。

圏瀞珠儀讓 騒蟇蘂理念露 反基本目標國 麓主要施葉劃

暮らしを支える 1 道路網の整備 壷 充実

快適檄まち 2 公共交通網の整備 ゆ 充実

3 都市機能の強化
4 防災体制の強化
5 交通安全対策の推進

6 防犯対策の強化

氷と縁が豊か檄 1 自然環境の保全

住みやすいまち 2 循環型社会の形成
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3 住環境の整備 @ 充実

4 上下水道の整備

にぎわいや豊か檄 1 農林水産業の振興

暮らしを灘盪する 2 工業の振興
まち 3 商業の振興

4 観光の振興
5 新 しい交流拠点づくり

だれも瀞生きがい 1 地域医療の充実

を特っ て嚢 #心して 2 健康づくりの推進

暮らせるまち 3 高齢者 @障害者への支援の充実

4 次世代の育成支援

5 地域福祉の充実

人と人とが 虻 学校教育の充実

ふれあう文化鱗 2 生涯学習 ◎生涯スポーツの推進

香り高いまち 3 地域文化の継承と創造

住民と行政が
1 住民と行政の協働による

協働して. まちづくりの推進

つくる讓屯
2 情報化の促進

3 効率的で開かれた行政の推進

‐20-



道路網鱗整備 圓 売藁

道路は、 新市内外の地域間アクセス を向上させ、 市民生活の利便性向上や、

地域産業の発展、 観光ルー トの開発につなげる こ とを目指し、 体系的な整備に

努めます。 また、 高齢者や障害を持つ人も安全に安心 して通行でき、 人 々 の交

流を促進する ｢人にやさ しい道路｣ となるように、 歩道の確保や段差の解消、

交通渋滞の緩和、 狭幅員道路の改善な どに努めます。

2 礬共爽週綱鱗整備 囲 糞葉

駅を新市の玄関 口 ととらえ、 封 臘線の増便による利便性の向上とともに、 駅

周辺の整備、 駅を起点とする観光スポ ッ トとの連絡交通網の整備を促進します。

また、 公共施設や病院、 文化 ◎ スポーツ施設を結ぶ コ ミ ュ ニテ ィ バス ※な ど、 低

料金で少人数でも運行できる交通システムの導入を検討します。

3 藁繭機能鱗強化

新市の都市機能の強化を進めるため、 都市計画マスタープラ ンを策定 し、 都

市計画道路の整備や都市公園の整備な ど総合的な基盤整備を計画的に進めます。

基盤整備に向けては、 調和のとれた都市づくり を目指し、
バリ アフリー @ ユニ

バーサルデザイ ン※への配慮や、 耐震性な ど安全性の確保、 電線類地中化、 広告

物の規制 な ど景観への配慮な どに努めます。

4 鞆興体制鱗強化

災害に強いま ちづくりに向けて、 地域防災計画を策定し、 避難路や避難場所

の確保、 オー プンスペースとなる道路 ◎ 公園の整備、 建築物の耐震 簿 不燃化、

ライ フライ ンの強化な どを促進します。 また、 河川 の改修や排水路の整備な ど

を進めるとともに、 森林の保水力 を高めたり、 河川流域の水田を整備するな ど

自然界における水の循環や自然環境の保全による防災とい っ た視点にも考慮し

た取り組みを推進します。

さ らに、 消防団、 自主防災組織の機能的な再編を図りなが ら、 新市の防災組

織体制 の早期確立を図ります。 特に、 自主防災組織は、 災害弱者対策や初動時

の迅速な対応のために重要であり、 全市的な育成を図ります。
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5 賞週嚢釜対嫌鱗離運

市民の交通安全意識の向上 を図るとともに、 警察署や交通安全関係団体な ど

と連携し、 高齢化な どの社会情勢の変化に対応した有効な交通安全対策を積極

的に推進します。

鐵 防犯対葉鱗強化

市民、 行政、 警察の連携強化に努めながら、 地域の防犯組織によるパ トロ 鰊

ルな ど、 防犯活動の充実を促進します。 また、 通学路や公園な どへの防犯設備

の設置に努めます。

朧 葉 雛 主 要… 事㈹ 業

道路網の整備 @

充実

国 ◎ 県道の整備促進
市道整備事業
広域膿道整備事業

公共交通網の塾

備 ◎ 充実

J R 駅舎等整備事業

J R 利便性向上対策事業
地域バス交通対策事業

都市機能の強化
中心市街地活性化事業
土地区画整理事業

防災体制の強化

防災対策事業
防災行政無線整備事業
防災拠点整備事業
自主防災組織の強化
消防施設整備事業

交通安全対策の

推進
交通安全施設整備事業

防犯対策の強化
防犯組合 ◎ 協会活動支援事業

防犯設備整備事業
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臟讓環境鱗裸釜

新市では森林、 田園、 海浜の個性に応じて自然環境の保全と景観の保護に努

めるとともに、 自然環境とバラ ンスのとれた宅地開発や道路整備、 地域に応じ

た排水処理、
ゴミの不法投棄の防止、 公共用水域の水質監視等を推進します。

また、 公園や緑地、 遊歩道、 水辺の保全 ◎ 整備を促進し、 地域の特性を活か

して多く の人が自然とふれあえる機会を提供できるよう蕾こ努あるとともに、 地

域内外の人が森を守り育てる こ とに喜びを持ちつつ、 地域の緑の保全と緑化の

推進を図る方策を検討します。

2 謳蹴型糧衾鱗難藏

新市の ゴミ処理につ いては、 分別収集の徹底や家庭用生ゴミの堆肥化装置の

設置促進、 新市全域で ゴミ処理方法の統一な どを図ります。 また、 循環型社会

の形成に向けて、 限り ある資源の有効活用 と ゴミ減量を図るため、 大量生産 ◎

大量消費 ◎ 大量廃棄型社会を見直し、 リサイタルの推進や、 地元産業から排出

される廃棄物等を資源と して有効活用する地域循環の仕組みづく り により、 新

しい豊かさが創造できるまちづくりを進めます。

また、 新市では、 環境に関する幅広い情報を体系的に収集し、 事業者や住民

に積極的に提供するよう努めます。 さらに、 学校 ◎ 家庭 ◎ 職場 ⑭ 地域な どにお

いて環境教育を実施し、 市民の意識の高揚を図り、 一人ひとりが環境問題につ

いて考え行動するまちづくり護こ取り組みます。

3 僅環境鱗整備 踵 充実

新市は、 都心や空港に近く 自然環境に優れている こ と から、 今後も住宅ニー

ズの増大が予想され、 こうした状況に対応した土地利用 についての基本計画を

策定し、 適切な住宅開発の誘導や、 公営住宅の整備に努めます。

また、 生活に潤いをもたらす憩いの場、 スポーツ ◎ レクリエー シ ョ ンの場と

して、 公園 鰯 緑地の整備を進めます。

空港周辺地域の航空機騒音、 電波受信障害、 落下物な どについて は、 地域住

民の切実な問題であり、 国 ◎ 県な ど関係機関と協力 してその対策に努めます。
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4 些下氷道鱗糞葉

住みやすいまちづく りのためには、 水道 ◎ 電気 毬 ガス @ 通信などのライ フラ

イ ンの整備が不可欠であり、 新市では、 関係機関との連携を強化し、 受益者負

担の原則をふまえてニー ズに応じた供給を図 っ ていきます。 上水道については、

安全で良質な水を安定的に供給できるよう関係機関に働き かけていきます。 下

水道について は、 生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するため、 公共

下水道、 農業集落排水、 合併処理浄化槽による新市の総合的な下水道整備を推

進していきます。

- 朧 葉 艦 葦 轆 事 業

自然環境の保全

生態系保全対策事業
遊歩道等整備事業

不法投棄等防止事業
熱唐滋ル南堂

循環型社会の

形成

ゴミ減量化再資源化の推進事業
資源循環型農林業の推進事業

環境教育の推進事業
亙 S O ネ ッ トワーク協議会活動支援

住環境の整備 鬱

充実

公園等整備事業
空港周辺騒音等対策事業

上下水道の充実

上水道整備事業
公共下水道整備事業
農業集落排水事業
合併処理浄化槽設置促進事業
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爾 農燃氷産業鱗振興

農林水産業は、 食料生産だけにと どま らず、 環境 ･ 景観の保全や防災、 地域

振興、 教育な ど多面的な機能を持つ こ とから、 意欲ある担い手の育成、 生産基

盤の整備、 自然環境との共生な どを基本に振興を図ります。

新鮮で美味 しい地元産品を地域外へ発信する流通 @ 販売 システムを確立する

とともに、 地元の豊かな自然の恵みを地元で味わい消費する地産地満の促進を

図り、 生産者と消費者が互いに顔が見える距離で安全と信頼を販売できるシス

テムづくり、 ブラ ン ドづくりに努めます。

また、 地曳網体験や、 観光農園、 緑に憩う森林浴な ど、 観光 ◎ リ ゾー トと結

びついた農林水産業の振興を図ります。

2 亙業鱗振興

新市では、 工業団地への企業誘致を積極的に促進するとともに、 地域で優良

企業を育む仕組みづく り に努めます。 そのために、 企業経営の安定化と高度化

を図るための制度を充実するとともに、 幹線道路の整備等を通じて工業生産と

物流の拠点形成に向けた工業基盤の確立を図ります。

また、 多様な企業進出による雇用 の創出と労働環境の充実を図るとともに、

地域の人材を活用 した新しい産業の育成を図ります。

3 商業鱗躯興

商業については、 核となる業種の誘致や集客力 のある商業施設のネ ッ トワ ー

ク化の促進な どにより、 競争力 のある質の高い商業 ◎ サー ビス業づくり を推進

します。 また、 地域住民が利用 しやすく若者にも魅力のある商店街づく りを進

めるとともに、 地元住民が商店街を積極的に応援する こ とで地元の商業活動 を

振興 ⑤ 育成できるよう支援します。

さ らに、 地元産品を活かした商品開発やブラ ン ド化な どにより、 地域内外か

ら集客する仕組みづく りを促進します。
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芻 観光鱗振興

新市では、 合併のイメ ー ジア ッ プ効果を利用 して、 夏季中心の観光から、 年

間を通じて多く の人々 がいつでも気軽に訪れ、 余暇を楽しむ こ とができるよう、

海洋レジ ャ 沖や海辺空間の魅力 を楽しむ こ とのできる通年型の観光地づく りを

目指します。 既存のス ポーツ @ レクリヱ ｣ シ ョ ン施設や文化施設な どについて

も、 観光資源と して活用 し、 健康づく りやリフ レ ッ シ ュ活動、 憩いの場を求め

る人々 のニーズに対応した通年型観光に対応できるよう、 機能向上を図ります。

一方、 都心や空港に近く、 自然豊かな条件を地域外に向けて P R し、 今後さ

らに観光を中心と した広域的な交流人口 の増大とリ ピータ * の確保を図るため、

観光ス ポ ッ トを結ぶ観光ルー トづく りや、 地域外からの交通アクセスの向上に

向けた取り組みを進めます。 また、 農林水産業や商工業との連携による地元産

品を活か した観光産業の振興に努めます。

特に、 九十九里海岸地域については、 夏季だけでなく 四季折々 の農水産物や

食の魅力、 文化な どの観光資源を発掘し、 それらを活か した広域的な観光の開

発と整備を進めます。 そのために、 ｢道の厭オライ はずぬま ｣ な どを拠点 に、 海

岸地域における観光資源や情報、 海の文化を発信するとともに、 海と森の地域

5 新しい爽沌拠点づくり

新市は、 九十九里海岸地帯からなる海の地域と丘陵地からなる 山の地域を合

わせ持つ こ と になり、 こ の地域には都市部から毎年夏の海水浴シ * ズンを中心

に多く の人 々 が流人しています。 これらの人々 を受け入れる玄関 口 と して は千

葉東金道路の 2 つのイ ンタ洲チ ェ ンジがその役割を果た しています。

新市において は、 地域内外の人々 の交流を一層促進するため、 公園、 観光、

歴史 ◎ 文化施設等のネ ッ トリ 瘻ク化を図 っ ていきます。

また農産物や水産物等の販売を促進し地場産業の活性化を図るととも に、 観

光資源をは じめとする新市のま ちづく り情報を総合的に発信していく ような新

たな交流拠点の整備に向けた検討を進めます。
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嚢 簾 艦 主 轆 事 業

農林水産業の

振興

農村振興総合整備事業
農林水産業担い手育成事業
農業用排水路整備事業
農道整備事業
畜産振興対策事業
林業振興対策事業
満濃藪癪首摯

工業の振興
企業誘致推進事業
新産業育成事業
中小企業資金融資事業

商業の振興
商工団体育成支援事業
商店街振興事業

観光の振興

観光拠点施設整備事業
通年観光交流振興事業
海水浴場対策事業
観光基本計画策定事業

新 しい交流拠点

づくり

公園等整備事業 (再掲)
観光拠点施設整備事業 (再掲)
歴史 ･ 文化施設整備事業 (再掲)



　　　　　　　　　　　

魂 だれも轡壁きがい養帶奪っ て廉暮して暮らせ巷讓囃

地域医療鋤糞襲

医療につ い て は、 かかりつ け医の普及を図るとともに、 身近な病院や診療所

と高度医療機関との一層の連携強化に努めます。 また、 医師会の協力 を得て夜

間診療体制や救急医療病院群輪番制※の充実、 休日在宅当番医制 な どの充実に努

めます。

さらに、 地域医療の拠点となる高度医療機関の誘致を図るな ど、 どのような

疾病、 けが に見舞われても、 地域の中で完結した医療が受 けられる体制づく り

を促進する と ともに、 住民が多様な医療機関を受診しやすいよう交通手段の整

備に努めます。

生活習慣病予防な ど、 健康づくりへの関心が高まるなか、 一人ひとり が健康

づく りの重要性を認識し、 健康づく り に取り組むよう、 母子 輔 成人 ◎ 高齢者 ◎

障害者等の保健事業の充実を図るとともに、 生涯学習事業な どあ らゆる機会を

通じて住民一人ひとりの状況に応じた健康づくりをこ重点的に取り組みます。

保健事業にお いては、 身近な地域で自主的に取り組める健康づく り活動を促

進するととも に、 住民の生活様式等 に応じた健康管理に関わる目標を設定し、

目標達成を目指した具体的な取り組みを指導 毬 支援していきます。 また、 気軽

に楽しみなが らスポ繕ツを継続するま ちづくり を目指し、 ウオ ーキング、 自転

車、 水泳な どの既存の身近なヌ ポ演ツの活用やニ ュ 繧スポ』ツ※の導入により、

住民の自主的な健康づくり活動を促進していきます。

ま た、 きれい な空気、 ふりそそ ぐ太陽のもとでの農林水産業体験や、 健康に

よい食材 @ 料理の魅力づくりな どにより、 新市の住民はもとより首都圏 から、

季節を問わずリ フ レ ッ シュ に訪れる健康のまちづくりの推進に努めます。

3 高齢者 國 瞳著者へ鱗支援鱗売藥

今後、 一層の高齢化が予想されるな か、 要介護状態にな っ ても安心 して介護

が受けられる体制づくりや、 要介護にな らないための介護予防 ◎ 痴呆予防の推

進を図ります。 ま た、 障害者の自立と社会参加を目指し、 支援費制度をは じめ、

多様なこ紐ズに応じた福祉サー ビスの提供に努めます。
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さらに、 バリア フ リー 鬱 ユニバ綱サルデザイ ン※の生活環境づく りや地域での

見守り体制 の構築に取り組む こ とで、 高齢者や障害者が住家慣れた家や地域で

安心 して暮らせる社会づく りを推進します。

　 　　　　　　　　

次世代育成支援について は、 多様な保育ニーズに応じて保育所、 学童保育の

機能の拡充、 幼稚園における預かり保育の充実な どを図るとともに、 保育 @ 教

育機関が連携して子どもの基礎的生活習慣の確立や乳幼児期の教育的支援に努

めます。 また、 幼保一元化に向けた取り組みも進めていきます。 さらに、 相談

サー ビス の充実などにより子育て不安の解消に努めるとともに、 自然体験、 多

世代交流の場の確保などにより、 地域子育て支援機能の強化を図り、 子 どもの

豊かな心を育み、 個性がキラキラ光るような子どもを育てるまちづくり を進め

5 地域福枇鱗売薬

高齢者や障害者、 児童をは じめ、 すべての住民が安心 して暮らせる地域づく

りを目指し、 ボランテ ィ ア活動の一層の活性化を図り なが ら、 地域で支えあう

ま ちづく りを進めていきます。 そのために、 地域コ ミ ュ ニテ ィ の形成に取り組

むなかで、 地域の福祉活動を支える組織の育成を図るとともに、 地域住民の支

え合い助け合う共助の精神に基づく サー ビスの展開な どを促進します。

さ らに、 地域で高齢者や障害者を見守り、 地域で子どもを育てるという観点

から、 公共施設な どを有効に活用 しながら、 多世代が身近な場所で憩い、 交流

する拠点の確保を図ります。



朧 葉 艦 主 要 事な 業

地域医療の充実
医療ネッ トワーク 事業

医療機関への交通手段の確保

健康のまちづくり

の推進

健康のまちづくり事業
保健福祉施設整備事業
生活習慣病対策事業
健康福祉まつり事業

高齢者 硼 障害者

への支援の充実

介護保険サー ビス 関連事業
介護予防 ◎ 痴呆予防事業
高齢者の生活支援 @ 生きがい対策推進事業
障害者の自立と社会参加の促進事業
シルバー人材センターの充実促進事業
入所施設等の充実促進事業

次世代の育成支援
次世代育成支援対策推進事業
保育施設整備事業
子育て支援施設整備事業

地域福祉の充実
福祉ボラ ンティ ア の育成 饑 支援事業
福祉交流拠点の充実



学穢檄裔銹充襲

学校教育では、 基礎 蜷 基本を大切に し、 自ら学ぶ意欲を引き出 し、 学力 の向

上を目指した各種学習プ ロ グラムの導入と指導体制 の強化を図ります。 また、

地域が培っ てきた郷土の歴史や文化 ◎ 芸能を積極的に取り入れた教育や、 新市

の連帯感を醸成する教育を推進します。

教育環境の整備では、 計画的に施設の整備充実を図るとともに、 情報化社会

に対応した教育の充実のため、 学校における J情報化の推進を図ります。

さ らに、 学校が保護者や地域住民等の信頼に応え、 家庭や地域と連携協力 し

て一体とな っ て子 どもの健やかな成長を図 っ ていく観点から、 地域に開かれた

学校づくりをこ取り組みます。

2 生涯学習 鰯 生涯スポーツ鱗轤邇

新市の生涯学習施設や文化 蜷 ス ポーツ施設を、 立地や特性により役割分担さ

せなが ら、 市民一人ひとりが興味や関心に応じて、 地域の自然や歴史 ◎ 文化か

ら暮らしに役立つ情報、 技術まで、 体系的 ◎ 総合的に学び、 楽しめる システム

づく りを進めます。

さ らに、 これまで各町村単位で取り組まれてきた各種サークル活動やボラ ン

テ ィ ア活動の全市的な展開を促進し、 新市の一体感の醸成を図ります。 また公

民館 鰺 体育館の整備を進める な ど、 まち ぐるみでの生涯学習 @ 生涯ス ポーツの

展開につなげます。

3 地蟻文化鱗継承と創造

新市では、 地域の歴史簿文化の発掘に努め、 次世代への継承を図るとともに、

新市と しての祭りやイベントを展開するな ど、 伝統と新しい文化を融合し、 そ

れらを共有する コ ミ ュ ニテ ィ の形成を図ります。 そのために、 子どもの時から

優れた文化にふれられる機会の拡大を図るとともに、 芸術 黛 文化の多様な入門

講座の充実や、 新市が持つ各種交流施設を有効活用 した文化的な交流の促進に

努めます。
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鞄 簾 名 圭一 轆 事 業

学校教育の充実

小中学校施設整備事業
幼稚園施設整備事業
学校給食施設整備事業
情報教育環境整備事業
相談支援体制の充実

生涯学習 ◎ 生涯

ス ポーツ の推進

生涯学習情報誌の発行
生涯学習指導者データバンク の活用
市民スポーツ促進事業
生涯学習 ◎ スポーツ施設整備事業

地域文化の継承

と創造

文化の保存 甥 管理事業
郷土芸能育成事業
歴史 @ 文化施設整備事業
文化イベン ト事業



鱗 櫨罵と榊廳榊嚢翻して つく恭謙囃

穐 儘展と行廳◎協働艇よ番まちづく り鱗離進

地方分権が実行の段階を迎え、 今後は、 地域の こ とは地域の判断と責任で決

める分権型社会へ向かう こ とから、 施策の推進に当た っ ては、 情報公開と計画

策定の段階からの住民参画と、 住民と行政との協働による魅力 あるまちづくり

を推進します。 また、 男女共同参画社会の形成を目指し、 審議会 ◎ 協議会等の

政策 ◎ 方針決定の場への女性の登用 を促進します。

新市では、 市域が広く なる こ と から、 行政区活動な ど地域コ ミ ュ ニテ ィ 活動

に対するサポー トを強化し、市民の活動への参加を促進します。 また、 N P O ※
、

叢≦搾 、ノテ メ ア醐芽景ずき りポ土 厩対淫心蕾陶然 霊L熊自 裁!把洲幸ぎ 主 サ ン 九 1 拷ゲメ主 巨弱淫し譜鞠ず洲往総出

さらに、 地域内における積極的な交流を促進し、 お互いにより良いふれあい

が持てる機会をつく る こ とで、 新市の一体化を進めるとともに、 国際 ◎ 国内交

流を積極的に行い、 新市の魅力 を全国 ◎ 世界ヘア ビールします。

礬 情飜化鱗推進

莨 爾社会の進展を受け、 多様な電子情報を市民だれもが活用 できるデジタル

ネ ッ トワ ークの基盤整備を推進します。 地域によ っ て行政サー ビスや行政情報

の格差を生 じないよう、 離れていても身近な行政と して機能する システムの構

築に努めるとともに、 住民生活や産業分野での 頁 ぼ の活用を促進します。

　 　　　　　　　　　　　　　　

合併を契機と して、 多様化、 高度化する住民ニー ズに対応して、 充実した行

政サー ビス を円滑に提供できる体制 の整備とそ のための職員の資質 @ 専門性の

向上に努めます。 そのために、 組織機構の見直しや、 行政評価、 行政管理シス

テムの適切な運営を図るとともに、 民間の資金や経営能力、 技術力を活用 した

P F 亙 手法※な どの導入も検討しながら、 行財政運営の効率化を推進します。

また、 地域によ っ て行政サー ビス に格差が生じないよう、 各町村にある既存

の公共施設は、 その役割分担の見直しによる有効利用 に努めるとともに、 各公

共施設間のネ ッ トワ ーク化を図ります。 庁舎については、 老朽化した施設の建
一

替えを行うとともに、 効率的に機能を発揮できるよう整備 ◎ 充実に努め、 利便
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性の向上を図ります。

- さ らに、 広報紙、 イ ンタ 綱ネ ッ トホームペー ジをは じめ様々 な媒体で身近な

問題か ら市政運営ま で幅広々情報の提供を行うとともに、 開かれた行政の推進

と積極的 な住民参画に向けて、 住民にわかりやすい情報公開に努め、 住民の意

見を政策に反映していきます。

施
一

葉 名 韮 暮 事 業

住民と行政の協

働に よ るまちづ

くりの推進

まちづくり条例の制定
地域振興基本方針の策定
コ ミ ュ ニティ施設整備事業
男女共同参画推進事業
国際 ◎ 国内交流事業
ふるさとイベント事業
まちづく り情報誌の発行
蕾良江蓋M里輪割 啓介首訊

情報化の推進
高度情報通信網整備事業
地域情報化推進事業 (民間C A m v ) の普及
電子自治体推進事業

効率的で開かれ

た行政の推進

庁舎施設整備事業
広報 ◎ 広糠の充実
市政モニター制度の導入
品質 ◎ 環境マネジメ ン トシステム の維持 ◎ 推進
品質マネジメ ン トシステム と行政評価の並行導入
満足度 齢 重要度を基本と した市民ア ンケート事業の実施
“ミニ ･ノマ ぐノ｣ - ま . 参学需行『 ラ L 雪子乍宮司畳が･“主に蛇

行財政運営の効率化の推進と財政状況の公表



讓 県鱗搬割

現在、地方分権や三位一体の改革が進められており、 腰咀世紀は地方分権の時代｣、

｢地域間競争の時代｣ と言われ、 地方自治体は意識や財政や政策面での体質そのも

のを、 これま での ｢国依存｣ から ｢自主 働 自立 ｣ へと転換する大きな変革の時期に

来ています。 こ のような中、 真の地方分権を実現するためには、 住民に最も身近な

基礎自治体である市町村が独自性 魂園性を持っ た ｢ちから｣ をつけ、 地域の発展可

能性を将来に引き継いでいく こ とが大変重要です。

県と しては、 新市が基礎自治体と して住民のニーズに的確に対応できるよう、 ｢ふ

さのく に合併支援交付金｣ による財政支援や政策立案等に当た っ ての人的支援な ど

を行うととも に、 以下の方針のもと、 様々 な場面で、 地域住民や新市と連携しなが

ら、 地域特性を活か したまちづくりを促進していきます。

新市は、 首都圏の食料基地と して生産が盛んな水稲や野菜、 果実な どの農産物や

山武杉な どの森林資源、 九十九里浜の海の幸と、 自然の恵みが豊かな地域です。

また、 緑豊かな丘陵地域や九十九里浜は、 首都圏における観光 ◎ レクリ ェ ー シ ョ

ン地域と して多様なス ポーツ、 レジ ャ ーが楽しめ、 若者にも魅力のある地域資源を

有しています。

新市は、 成田国際空港にも近く、 また、 中央部には、 現在、 整備中の首都圏中央

連絡自動車道の一部と して機能する千葉東金有料道路が通っ ている こ とな どから、

工業団地への企業進出も見られ、 将来は、 首都圏中央連絡自動車道の整備による交

通アクセスの利便性の向上な どにより、 産業、 生活、 観光等における拠点地域と し

て発展する こ とが期待される地域です。

こ のため、 県は、 地域間の交流 鐵 連携の強化、 利便性の向上と地域経済の活性化

につながる首都圏中央連絡自動車道の整備促進に努めるとともに、 国道 昭6 号及び

県道の整備な ど地域ネ ッ トワ ークの構築に不可欠な交通網の整備や人々 の快適な生

活を支える各種社会基盤の整備、 河川改修や海岸整備な ど自然災害防止事業等を推

進します。

ま た、 豊かな自然を活かし、 海洋 レジ ャ ーや海辺空間の魅力 を楽しむ通年型の観

光エリ アとなる よう取り組むとともに、 体験農業等による都市住民との交流な どに
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より、 広域的な交流人 口 の増加を図る ほか、 農業生産基盤整備や湛水防除事業等に

よる農業振興、 サ ンブス ギ溝膚病対策な どによる森林の保全、 整備を推進します。

翁 轡 韮 轆 事 業

道路整備

(国道)
国道 1 2 6 号

(県道)
千葉八街横芝線、 飯岡一宮線、 成田松尾線、 成東酒々井線、 成田成東線、

横芝山武線、 日向停車場極楽寺線、 成東山武線、 東金源線、 成東月島浜線、

飯岡片貝線、 松尾停車場線

農業農村整備

農業生産基盤整備
経営体育成基盤整備事業 (豊岡地区)

農村整備
広域農道整備事業 (九十九里地区)
珪嚢し妾寸萬三鰤ぎ滋公〆と≦藤次喬彗賣富幾睦 /最小 !豊 町T “ -導苔膨う刀叢汁、
ルミー対外/ 、′“ゞ ] 』 ワ而 ナ ハ~ M 翻 /傾 r-J XT薹H I Jノ

モ蜥捕霜フル増槽敢癪歯堂 /吉川 豊を蜥 度＼ -ナ臼T召火7 1JノJ事ツバノ里 膨而 す ノl~ 、IIJ〆覆ノ! !] " !

農地の防災保全
湛水防除事業 (蓮沼皿期地区、 小松地区、 中台地区)

市民の

治安安全対策
交番 ･ 駐在所の整備
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公共的施設につ いては、 住民生活に急激な変化を及ぼさないよう十分配慮し、 地域

の特殊性や地域間のバラ ンス、 さらには財政事情等を勘案し、 統合整備を図 っ ていき

ます。

統合整備の検討にあた っ ては、 行財政運営の効率化はもとより、 現在の公共的施設

の有効利用 ◎ 相互利用等を総合的に勘案し、 市民サー ビスの低下を招 かないよう配慮

するものと します。

な浦、 新市の事務所の位置は成東町殿台 296 番地 (現成東町役場) と します。 事務

所の機能について は、 総合支所方式※を採用 し、 将来は本庁方式※へ移行します。



財政計画は、 新市における 10 年間の財政運営の指針と して、 歳入 ◎ 歳出を各科目 ご

と に、 過去の実績や現在の経済状況 ◎ 財政制度を勘案しなが ら推計し、 普通会計べ*

ス で作成したものです。

作成にあた っ ては、 健全な財政運営を基調に、 合併に伴う変動要因や主な節減効果

等を反映させるとともに、 合併特例億等の財政措置を勘案しています。

　　 　　

醐》 地方巍

現行税制度を基本に、 過去の実績や入口 見通し等を踏ま えて見込んでいます。

　　　 　　　　　

現行の交付税制度を基本に、 普通交付税算定の特例 (合併算定轡) 等に係る

財政措置を見込んでいます。 また、 合併特例債等に係る地方債の元利償還金に

対する交付税措置を見込んでいます。

《3》 圓薄支出金 圈 県支講黛

一般行政経費分は過去の実績等により算定し、 本計画の事業分を見込んでい

ます。

《4 1 地方債

本計画事業の財源と して、 現行の地方債制度をもとに、 通常債や合併特例債

等を見込んでいます。

《5》 そ鱗他

地方譲与税、 交付金、 分担金 @ 負担金、 使用料 @ 手数料及び諸収入等を、 過

去の実績や将来の人口 見通 し等を勘案して見込んでいます。
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合併による職員、 議会議員等の減員による影響を見込んでいます。

《2》 蹠臟費

高齢化の進行や生活保護事務の移譲、 事務事業一元化等 に伴う影響を見込ん

でいます。

《3》 公債費

合併ま での借入れに対する償還額と合併後 の本計画事業等に伴う、 合併特例

億等の新たな地方債に係る償還額を見込んでいます。

《4 1 鞠器費

合併直後の臨時的経費の影響と合併による事務経費の削減効果を見込んでい

ます。

　　　 　　　

財政調整基金や滅債基金等への積立てを見込んでいます。

　　　 　　　

国民健康保険等各特別会計への操出金を見込んでいます。

《7 1 普遍建設事業費

本計画に位置付ける事業費を見込んでいます。

　　　 　　　

維持補修費、 補助費等 を、 過去の実績等を勘案して見込んでいます。
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(百万円)

18 年度 19 年度 20 年度 2 1年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度

地方税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金 @ 負担金
使用料
手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
繰入金
繰越金
諸収入
地方債 '!

歳入合計

◎蠣人



(百万円)◎廉趾

人件費
扶助費
公債費
物件費
維持補修費
補助費等 (組合負担金含む)
積立金
投資 @ 出資金 ･ 貸付金

繰出金
普通建設事業費

歳出合計 '



参考 臟譜讓蠣

頁 l - - 用語 説明

顔 セ ンサス変化率を用 センサス と は国勢調査、 コーホー トと は群れの意味。 5 歳の集団 (人
いたコーホート法 □) は 5 年後には 9 歳の集団 (人口) になる が、 ｢コーホート法｣ に

よ る人ロ推計では、 そうした年齢集団の人口増減率が将来的に一定
である と仮定して、 年齢集団ごと の人□を推計し、 合算 して全年齢
層の人口を推計する。 コーホート法に よ る人口推計には、 セ ンサス

変化率法と コーホート要因法があり、 セ ンサス変化率法では、 年齢
集団の人口増減率を国勢調査実施年で計算する こ とが多いこ とから
｢センサス変化率｣ と呼ぶ。 コーホート要因法では、 年齢集団の人

ロ増減率を自然増減と社会増減に分割してそれぞれで将来年度の推
計を行い、 それを合算 して人口を推計する。

･

21 コ ミ ュ ニティバス 地域内の交通不便者の足の確保と利便性向上等の た め に市町村等が
主体となっ て積極的に運行システム の構築 ゆ 維持に関わるバス運行
サー ビス。

21 バリア フリーとユニ バリア フ リーは、 障害者などが公共施設や道路などを利用する際に

バーサルデザイ ン ある障壁 (段差など) を解消する こと。 ユニバーサルデザイ ンは、

28 ｢障壁を除去する ｣ といういわゆるバリ ア フ リーをさらに進めた概
念で、 年齢 溥 ｣性別 ◎ 国籍 鐵 障害の有無等にかかわらず、 誰もが、 使
いやすい、 生活しやすい環境やデザイ ンを最初から導入 していくこ

と。

28 救急医療病院群輪番 ! 重症救急患者に対応するため、 千葉県内で広域的に、 休日や夜間に

制 対応できる病院 (一部有床診療所) が持ち回り制をと り、 患者の受
け入れを行っ ている制度。

28 ニュースポーツ 今までの スポーツ のルールや道具を簡単に して、 上手下手、 強い弱
い、 早い遅いに関係なく、 高齢者などでも気軽に楽しむこ と ができ
る よう工夫されたス ポーツ の こ と。 ペタ ンクやク ロ ッケー、 マ レ ッ

トゴルフなどが有名である。

鵠 県蔓館 ヱ び 澤、熱 と ぶ 白 出れナ≧艦ベ ス 滕 粛井は小ノA 粋葡縮導 ぬ ま と ふわ★ 隠
J 一 〉 { 〆〉 、 粁 [ 中耕 鬱 々 閏 I も7 拭入ル題ル ･0 事 〕 一才、 も′街、 メす
　 　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　 　 　 　　　　　　 　　 　　　 　　　 　 　　　　　　　　

すコメぼU Y ノ H笋 y-H【あ ｣ラザ ル レ ｣ ｣ ノノゾ ツ 、、 ｣ し 〕 ｣ / ) 、 怨U J一 ･ ]
　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　 　　 　　　　　　　　　
『 中火残 し隨鳶〉 、 J闇 T ノ火中 い レバ▼“ 〉 し 編 も も 建 》 蕁 淋 し Y M Y N V

を
濕 籍易 " 撃‐ 字 申 込 武 豊↑*に睾 L m い･蒲コ↑ 畿 ス ヱ い ま 済む話 萬す 臟吉笙小声日日壺をな垂幽南
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]を7 ･ノル - - 熟 I 汽ミメと≦目 し ザ≧ ^ デ モ" 幅r乱･ },ア 翳せ,キメふも済 貴ロ獨“モメ半日岳立日鰹籍 ず早諸家壽富舌墓 .(一》 / / ･ ｣ ′▼ 黛キス し -ぴ ノ 、＼ 『ぜ亙超 し〆ンぜツ ノ ! 選 参ナフ｣覆濕円耿0 しl、 ｢JノJ]だ於 一
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総 l N P O 民間非営利団体。 ｢まちづくり｣ 『障害者や高齢者の福祉｣ ｢川や森林

の愛護｣ などを目的に、 身近なと ころで行われている活動団体の こ

と。 活動を行いやすくするため、 法人格を取得する団体が増えてき
ている。　

33 P F 亙 民間活力の導入で公共サー ビス の向上を図る手法の一つ。 公共施設
等の運営やサービスの提供にあたり、 民間のノウハウを活用 し、 民
間主導で行うこ と に より、 効率的かつ効果的な提供を図る。

36 本庁方式 ◎ 総合支所 合併後の庁舎の配置方法については、 ｢本庁方式｣、 ｢総合支所方式｣
方式 などがある。 ｢本庁方式｣ とは、 業務の主要な機能を本庁にまとめ、

本庁以外の庁舎は、 支所などの機能とするもの。 ｢総合支所方式｣ は、

管理部門などを除き、 合併前の各庁舎の主
サ
要塗機能を残すもの。



特棚債対象事業一覧表

N o 市町村
純

事業名 事業費
国 県 特例債 その他 一般財源

1 成東町 地域ネ ッ トワ｣ ク道路整備事業 宮前板附線 2, 494 , 670 1, 247, 335 0 1, 184, 500 0 6残 835

2 成東町 道路新設改良事業 89 1, 196 148 , 500 0 43乳 000 96 , 798 208 , 898

3 成東町 新市博物館建設事業 (旧) (仮称) 伊藤左千夫記念文学館整備 930 , 000 0 0 883, 400 0 46, 600

4 成東町 成東公民館建設事業 450 , 000 0 0 427, 000 0 23 , 000

5 成東町 成東町庁舎改修事業 . 未定
-

6 山武町 都市計画道路の整備 (3 @ 5 鬱 6 号線) 4 10 , 900 0 0 390 , 200 0 20 , 700

7 山武町 道路新設改良費 (白玉戸田線) 、
286, 300 0 0 271, 900 0 14 , 400

8 山武町 道路新設改良費 (松崎前新山線) 129 , 680 0 0 123, 100 0 6 , 580

9 山武町 道路新設改良費 (埴谷富里線) " 16o, ooo o 0 152 , ooo o 響00

10 山武町 道路新設改良費 (椎崎植草線) I 1, 224 , 000 0 0 1, 162, 200 0 6 1, 800

11 山武町 庁舎建設事業 L 17o , ooo
/

o o 1, 030 , 600 0 139 , 400

12 蓮沼村 村道の整備① (母子川 面線) -

-
504 , 000 一

0 0 478 , 800 0 26 , 200

13 蓮沼村 地域の健康と子育て支援施設整備事業 334 , ooo
l

35, 724
‐

0 26仇 500 0 37, 776

14 松尾町 緊急地方道路整備事業 (倍毛本郷 1 7 号線) 330, 000 165, 000 0 156 , 700 0 8話oo

15 松尾町 広域農道整備事業 198 , 764 0 0 188 , 200 0 10 , 564

16 松尾町 鉄道施設整備事業 (松尾新駅舎、 自由通路) 350 , 000 0 ･ 0 223 , 200 115, 000
･ 11, 800

17 松尾町 @ 蓮沼村学校給食セ ンター建設事業 710 , 000 0 0 674再00 0 35 , 500

18 松尾町 運動公園体育館建設事業 260 , 000 0 0 237, 500 0 22 , 500

19 4 町村共通 高度情報通信網の整備 488 , 627 0 0 ･ 243, 900 0 244 , 727

20 4 町村共通 防災行政無線整備事業 2, 354 , 832 0 0 2 , 236 , 800 0 118 , 032

護育 餐ぞ÷ 鵞 ,676,969 1,596,559 〇 1◎,762,〇〇〇 2甘乱ア9B 鯛◎◎'6酸

※ 財政計画上 . 合併特例億対象事業として見込んでいる事業。
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区 分 職 名 等 氏 名 鰤 考

,町肘操 成東町長 大高 和囃 規約鱗 7 条乳壤 1 号 凖

　
　　

肌武町長 舩下 浩明

薹紹村長 繊麗 涛謝-

橇尾町長 古箒 繹

騎役文舷収入般 藏朧呵収入役 實川蓼 笹書 , 蠣約鴬 7 条 1 囃淺号

　　　　　　 　　 　　

蓮沼対癰九般 加瀬 和男

軽震呵壤九穰 瞭中

議会讓長 l璃東町讓鑑議長 、 清宮 美術 癩約蘂字梨醍項艶母

帆武町議養護糠 大蠣 重患

　 　 　
薹覆蒼町議養護長 く 礒知尾並濃

1

癈孵呵議会議長 小川 鰹夫

議鎌副嚢瀝 慮朧町議会副議長 小川葱 鞏藏 癩約簾7舞覗嚥 4 号

観武町議養副議鬘 伊東 荊二

薹満対議会副議長 秋葉 讓鸚

離罷呵護釜副議長 古箒 正之

学讓鰹飜者 蹴壤 章離 巍繭鸚 7 舞 1 蠣撻号

　　　 　　 　

　　 　　

並木 鰤

遡武呵 癈縢 讓満
　

瀞鴫 正宏

　　 　

漉沼精 神 強制

　　 　　

菅井 直瓣

　　　 　　 　　　

　　 　　

子葉奥礬鷲離市町村課長 ,子嚢県轤讓離市町肘課長 武富 襁次 縄約鸚 7 嚢乱騙臘号
　

　 　　


